
ごみ減量優秀提案【３０件】

提案内容 提案内容の詳細

家庭用コンポスト

各「家庭」ごとに、小さなコンポストを「設置」する。
バケツサイズの「コンポスト」を、「バルコニー（ベランダ）」に置き、出来た堆肥を、「ガーデニング」の肥料にする。
（※小さなコンポストは、「手作り」でも出来るそう。）
「生ごみ」を減らすと同時に、「環境」への意識が高まる事にも、繋がります。

環境にもカラダに
も優しい！生ゴミ
を出さないレシピ
の掲載

ゴミの分別方法の冊子に、生ゴミを出さないレシピ（野菜を皮まで使った調理法等）など、ゴミを削減するための情報
も掲載する。
レシピであれば、とっつきやすくゴミ削減への意識も高まるのではないでしょうか。
その他、定期的に送付する市の情報誌や、ホームページで発信していくのも有効だと考えます。

生ゴミ再利用助成
生ゴミ処理を各家庭で推進できるように生ゴミのコンポストや生ゴミ処理機械の購入に対して助成を行い、生ゴミの減
量につながるようにする。

丁目、町内会ごと
のごみ量を集計し
グラフ化

データを見える化すると、自分のところがもう少し頑張らないと・・という気持ちになります。
競い合わせすぎるのはどうかとは思いますが、おおまかな量（世帯数で割った1世帯量）をグラフ化して、月単位に
ネットや広報で発表。
意識をひきしめてもらうためにいいと思います。

コンポストDE生ご
み減量

キッチンで余った食品系生ごみを自宅内に配布又は自費購入の「コンポスト」で堆肥づくりに活用するというアイデア
です。
我が家も家庭菜園や植物栽培に有効活用しています。
特に子供には自然環境・愛護精神修養にも有効です。

子供にゴミ分別の
教育をしっかりす
る。

学校で学習の一環として紙・ダンボール・プラ・缶・ビンなどの分別をしっかり教えて、学校内でも徹底します。
家庭に対して、学校できちんと分別できるようになる様にお子さんに教えましょうとアナウンスをします。
そうすれば、自然に分別方法を理解し面倒くさがらずにできる大人になるのではないかと思います。
親も子どもを教えるために分別をしなければならなくなると思います。

野菜の不要な切
れ端を使ったお料
理レシピ募集

料理の際に切り落として普通はそのまま捨ててしまう野菜のくずを別の料理にして消費してもらい、生ごみ削減を推
進します。
この料理のアイデアレシピ(人参の皮を使ったきんぴらにんじん、など)を募集し紹介していくという仕組みです。

南極料理レシピ
南極ではゴミを出さない調理の工夫があります。
食材や残り物を捨てることなく使い切る知恵・美味しいレシピを、食料品売り場やアプリなどで配布し、家庭で実践し
ていただくことで生ゴミ減量につながるかと思います。

学校から帰ったら
子どもと一緒にプ
リント仕分け！

子どもが学校から持って帰ってくる沢山のプリントを「学習のプリント」「学校行事など重要なお知らせプリント」「1度目
を通したら不要プリント」に、子どもと一緒に仕分けします。
各々の仕分け専用ＢＯＸ（もしくは紙袋）を用意し日々仕分けます。
そして、1学期（もしくは1年）ごとにそのまま、まとめてリサイクルに出します。
プリントをまとめていくことで燃えるゴミではなくリサイクルに出しやすくなると同時に、プリントの管理もしやすくなるメ
リットがあります。
また、子どもと一緒に学校からのプリントを仕分けすることで、親子のコミュニケーション、子どもの学習理解の把握、
そしてエコの伝承に繋がると考えます。

バナナの皮はゴミ
じゃないよ

バナナの皮、ジャガイモ、人参の皮といった果物、野菜は燃えるゴミではありません。
立派なエネルギーです。
こららをコンポストにすれば、新しい果物、野菜を作り出す事ができます。
学校の校庭の隅や、公民館の裏などにコンポストの入れ物を設置すれば、子供達は給食で出た果物の皮を自分達
の手でその入れ物に入れる事により、堆肥の作り方も勉強でき、家庭でも実行しやすくなります。
出来たコンポストは、学校での野菜作りなどに使うも良し、バザーなどで売るも良し、変な化学製品も入ってないので
とてもエコでゴミ減少にもなります。

ゴミ減量優良店認
証制度

そもそもゴミは品物を買う時から発生します。
ゴミ減量を頑張っている店や企業を市が評価して、店の前に”認定書”を掲示するのはいかがでしょうか？
お店のイメージも上がるし、お店に来る人もゴミ削減に協力する気持ちがわいてくると思います。

エコ地区を表彰

各地区ごとにゴミを捨てる場所は決まっているので、その場所ごとにゴミの総重量を測れるＢＯＸを設置。
ゴミ収集車の運転手の方にチェックリストを渡し、数字を記録してもらう。
その後、その数字を基に世帯数、住民数で割り、世帯・一人当たりの平均を算出。
その数字が少ない地域を自治体でエコ地区など名称を授け表彰する。
この地区の住人はきれい好き、エコ好きが多いとアピールする。
他の地区も負けじと各世帯の一人一人がゴミ量を意識しだし、減量につながる。
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提案内容 提案内容の詳細

ごみのトータル数
（分量）が少なかっ
た町内を広報誌で
表彰

ごみを回収しながら調べるのは難しいかもしれませんが、各町内会で月ごとに出たビニール袋の数、または重さの
トータルを集計し、その月に少なかった町を広報誌で表彰してはいかがでしょうか？
ベストテンくらいまで発表すると、他の町に負けてられない、とやる気に火がつくかもしれません。

環境美化町NO.1
決定戦

各市内のなかでエリアを分け、ゴミ袋の量の少なさを競い、年間を通して一番ゴミが少ないエリアを表彰、またはなに
か付与する。

「かこ」から始まる
「エコ」への道

中学校（高砂市）で宿題として出される「エコクッキング」を活用する案です。
毎回頭を悩ませるのですが、面白い案や優秀な案が展示されるそうです。
我が家でも、野菜の皮だけで作るきんぴらや残り物だけで作る一品を考案しました。
廃棄物を減らし、ごみ減量と節約にもつながるメニューを積極的に推進されてはいかがでしょうか？
これなら家庭でも簡単にできます。
ただし、アイデアが豊富でないと続きません。

ゴミ手帳を付けよ
う

ぜひ、市役所で「ゴミ手帳」を作ってください。
これは我が家で既に実践していて、ごみ減量に驚くほど効果が出ています。
ゴミ手帳は、ゴミをゴミ袋に入れる前に、「ゴミになる前の元の状態」「ゴミになった状態」「大体の量」を記入するだけで
す。
例えば、「ミカンの皮」をゴミ袋に入れる時は、元の状態：みかん、ゴミの状態：皮、量：手のひら１個分と書きます。
さらにもう１つ。
「正当なゴミ」か「不当なゴミ」かの、どちらかに「○」を付けるのです。
ちなみに「ミカンの皮」は「正当なゴミ」となります。
「不当なゴミ」の例は次の通りです。
元の状態：マグロの刺身、ゴミの状態：マグロの刺身が腐った状態、量：１さく、ゴミの正当性：不当なゴミ
元の状態：2015年カレンダー、ゴミの状態：結局1枚も開かれなかった2015年カレンダー、量：A３の厚紙７枚、ゴミの正
当性：不当なゴミ
「不当なゴミ」が目立つ月は、家族全員で反省会を開きます。
また「不当なゴミ」がゼロの月は、家族全員で回転寿司に行きます。

家庭のごみ減量ア
タック発表会の開
催

各家庭が自分の家のごみ減量の改善・促進の発表会を行う。
　　町内会も巻き込んで開催。
　　優秀な改善発表者には賞を授与、市長から改善感謝状の授与。
　　受賞商品は、協賛企業から寄付して頂く。
　　半年に、または年１回開催。
　　受賞結果、内容を市の広報に掲載、市民に紹介。
個々の改善は、各家庭の生活・会社の活動から出てきます。
その活動の輪を公の場に引き出せば、改善のサイクルが囘り、結果的に＋の方向に動いていきます。
絶え間ない活動を支える発表会イベントを！

切れ端で健
康！？簡単ベジブ
ロス！

まずはごみを出さない！を目標に、雑誌で料理後に残った野菜の切れ端を使った料理の紹介を行うのはいかがで
しょうか。
１例としてベジブロスの紹介をいたします。
ベジブロスとは食べ物の、今まで投げていた切れ端を使って煮込み、野菜だしにしたものです。
免疫力、抗酸化力があり、そして美容にも効果アリ！
材 料は、野菜の切れ端　100g、水 1L、酒 小さじ1~2
野菜の切れ端は、玉ねぎの皮,トマトのヘタ,ニンジンのへた,パセリの軸,キャベツの芯,しいたけの石突,セロリ,えのきの
根やブロッコリーの芯,にらなどが良いと思われます。
お好みの野菜を使ってみてくださいね！
※なすのへた、紫キャベツ、紫たまねぎなどは適さないので注意！
鍋に水と酒、野菜の切れ端を入れ、弱火で30分煮る。灰汁取りはいりません。ざるでこしたら出来上がり！
切れ端は冷蔵庫に保存しておいて、たまってきたころに作りましょう。
そのまま飲んでみてもよし、スープのだしとして使ったり、カレーや炊き込みご飯の隠し味にも使えます！ぜひ作って
みてください！
今回の募集は燃えるごみの削減ということでしたが、ペットボトルの削減として、お茶などのボトルを買わずにマイボト
ルに家庭で作ったお茶をいれて持ち歩くようにします。
ここで貯金箱を用意して（お茶代が１００円とすると）マイボトルを持って行った日には100円貯金していく習慣をつけ
る、というのはどうでしょうか。

共同の生ゴミ処理
機（年中無休で稼
働）で堆肥を作る
ことで燃えるゴミを
減らす。メリットは
いつでも生ゴミを
出せる快適さ。

地区ごとに常に稼働している生ゴミ処理機があり、いつでも生ゴミを出せると良い。
収集日に限らず生ゴミを出せることは、特に臭いの気になる夏場には嬉しいことだと思う。
出来た堆肥は希望者に無料で配布する。

2/4



ごみ減量優秀提案【３０件】

提案内容 提案内容の詳細

皮まで食べて健康
になろう。

ニンジンは皮の近くに栄養がたくさんある。
サツマイモは皮ごと食べて食物繊維を摂取できます。
皮ごと食べられる、皮のキンピラなど、丸ごと消費できるレシピを地域の広報紙に載せる。
また、皮ごと食べるには食材の安全性が気になるので、農薬の少ない野菜や地域の農家が作った野菜を置くお店に
助成金を出して、消費者が買いやすいようにする。

ダンボールコンポ
スト用基材を市が
用意する。

既にダンボールコンポストの事はご存知かと思いますが、実際に取り組むには個人個人で基材となるおがくず、籾殻
を用意しなければならないのが手間になっているので、市が産業廃棄物などを利用した基材mixをつくり区民セン
ター、町内会などを通した配布、もしくは販売を始めればいいと思う。
生ごみ処理機に助成するより、効果的でエコ。
参考
【https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AE%B5%E3%83%9C%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%
82%B9%E3%83%88】

体験談の掲載
実際に、広報に書く人なり、職員自らが実際に減量をやっていることを掲載し、効果や、やってみた感想などを書き、
やっていることをアピールする。

可視化リサイクル
やる気倍増計画

リサイクルしていると言っても、実際に何がどのくらいどんな物になっているのか分かりにくいものです。
毎月広報などでリサイクルについて1部でもピックアップし、例えばペットボトル100本が、○○になりましたという情報
を公開する。
リサイクルの結果がわかることによって、ごみ分別の促進を図り、ごみの減量へと繋げる。

捨てる部分も食べ
てみよう

生ゴミを減らすにはコンポストや水分を減らすなど色んな方法があります。
でも実際は絞るくらいで、ゴミの量としては減っていなかったりします。
うちではかなり前から野菜の皮など丸ごと食べるようにしています。
大根の皮は厚めにむいてとっておき、ある程度溜まったら、キンピラや煮物などにします。
薄く切ると玉ねぎみたいな味がします。
かつお節も出汁を取った後、冷凍し、溜まったらフライパンで炒ってふりかけにします。
この様に少しの工夫で生ゴミが減るので、無理しない範囲でやってみたらどうでしょうか。

市内の保育園・幼
稚園・小学校・中
学校に資源ごみ回
収ボックスの設置

資源ごみは回収日まで家庭での保管場所確保が難しい。
特に雑紙と食品トレー。
毎日子どもが通う学校等に常設の回収ボックスがあればかなりの量の回収ができる。
子どもが大きくなっても資源ごみを分ける癖がついた家庭は引き続き資源ごみの分別回収が続けられる。

商工会やJAとのコ
ラボレーションでご
み減量

燃えるごみの20%削減に向けて、重量比が大きい生ごみと紙類を減量します。
1)燃えるごみの分別を、生ごみ、紙類、その他に増やします。
2)各ごみの専用収集袋を有料にします。
3)週２回の燃えるごみの収集を、生ごみ週1、リサイクル紙類・その他を隔週1に減らします。
ーー生ごみーー
4)スーパーやコンビニ、その他商工会、JA等に生ごみ処理機を設置して住民の生ごみを受け入れてもらいます。
5)設置には現行の助成金に加え、税軽減や、かこがわエコパートナーとしての認定を行い、生ごみ受け入れマップに
掲載して住民に配布します。
6)生ごみ収集の頻度減と袋の有料化により、住民は頻繁に生ごみ処理機を活用し、店舗への顧客誘致につながりま
す。
7)処理後の生ごみは頻繁に回収し、店舗の負担を減らします。
　また、店舗の生ごみも同時に処置できて産廃処理費用を抑える効果があります。
　処理後はバイオ系ならJAと協力し、処分先を確保することもできそうです。
ーー紙類ーー
8)商店や学校、公共施設、オフィス等で立ち入りが可能な所に紙リサイクルボックスを置いてもらいます。
9)ありとあらゆる商品から紙ごみの可能性があるので営業許可申請時に協力をお願いするのもいいと思います。
10)生ごみ処理機同様に店舗側に得点を付与し、回収後の紙類はリサイクル業者に販売し、回収費用と相殺します。
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提案内容 提案内容の詳細

小学校で紙の分
別BOXを作る

紙にもいろいろな種類に分かれていて、ただゴミ箱にまとめて入れればいいわけではありません。
代表的なものは牛乳パックですが、ほとんどの紙はリサイクルできます。
紙のリサイクルの専門家を学校に呼び、仕分けの方法を小学生に教えれば、おのずと自分の自宅でも仕分けを始め
るでしょう。
回収方法さえ確立すれば学校・家庭・町全体で紙ごみの減量になると思います。

街のゴミ回収車に
ペインティングをす
る。

街のゴミ回収車（パッカー車）に子供たちが書いたごみ減量のポスターや、標語をシールタイプに転写して張り付け
る。
市で応募を募り、優秀作品や面白いものを張りっぱなしでなく、一ヶ月くらいで次の候補に張り替えて、採用された子
供はごみ減量リサイクル大使として、バッチや勲章または賞状を授与する。
子供たちみんなが、リサイクルの絵をかくことでごみ減量やリサイクルについてしっかりと勉強すると思います。
書いてもらった絵の原本は焼却場の廊下に張ってもらい、焼却場に見学にきた人々に見てもらうようにするといいと
思います。

資源ごみのわかり
やすい分類方法・
処理方法を提示す
る。

資源ごみがどのように処理されているかを１年に1回は広報などで知らせると、ごみを分別する意欲がわくと思いま
す。
さらに資源ごみ、特に紙ごみの分類方法をわかりやすく提示することが大切です。
例えば、段ボールなら、「断面がギザギザになっている。」とか、新聞は「ホッチキスや接着剤などが付いてない純粋
な紙だけであること。」と提示すれば、分かりやすくなると思います。
加古川市は雑誌・雑がみ一緒に回収しているはずなのに、わざわざ雑誌と雑がみを分けて書いてあるのも分かりにく
いです。分別の理由を説明すれば、細かい説明は不要になると思います。

南極隊のシェフが
教える、無駄の無
い食材利用法

南極越冬隊のシェフは、無駄を極力出さないと言いますが、そもそも、毎日出る食材をどれだけ使えるかにあると思
います。
実際に、どれだけ使いまわせるか。
教室や雑誌、地域活動で広めていく。
それでも、使い切らなければ、堆肥などを作れるように有機肥料を作れるパックを各家庭に配布。
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